
令和６年度第１回北見方面紋別警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和６年６月７日（金）午後４時00分から午後４時50分までの間

２ 開催場所

紋別警察署 大会議室

３ 出席者

⑴ 協 議 会 委 員 ６名（定員７名）

会 長 桜 木 恵

副 会 長 田 中 誠

委 員 桒 原 務 緒

委 員 鎌 田 真智子

委 員 阿 部 慶 太

委 員 関 町 里 美

⑵ 警 察 署 ４名

署 長 田 山 州 次

副 署 長 松 川 博 彦

地 域・交通課長 髙 田 暢

警 務 課 長 中 川 昌 彦

４ 会長挨拶

委員の皆様には、ご多用のところ、令和６年度第１回紋別警察署協議会にお集

まりいただきまして、誠にありがとうございます。

開催に際し、御尽力された紋別警察署をはじめとする関係各位に心から感謝申

し上げる次第でございます。

本日は

鹿事故の発生状況と事故防止について

の説明をしていただけるということですので、各委員からの闊達な御意見をいた

だき実のある協議会にしていただければと思います。

５ 署長挨拶

紋別警察署長の田山州次です。

春の定期異動で釧路方面本部捜査課から着任しました。

北見方面は、３回目の勤務となります。

本日は、令和６年度第１回紋別警察署協議会の開催ということで、警察署を代

表いたしまして、私から御挨拶申し上げます。



本日お集まりの皆様におかれましては、時節柄お忙しい中、御出席いただきま

してありがとうございます。

また、日頃から警察行政の各般に御理解と御協力をいただいていることに対し、

この場をお借りしまして御礼申し上げます。

当署管内の犯罪情勢は、比較的平穏ですが、４月に海中転落事故が発生し、１

名の方が亡くなる死亡事故が１件発生しました。

引き続き、関係機関・団体と連携した交通安全活動を継続するとともに、警察

署といたしましては、交通取締り活動にも力を入れ、交通事故防止に努めていき

たいと考えております。

本日の協議会テーマは、

「鹿事故の発生状況と事故防止対策について」

であります。

この後、担当課長から御説明いたしますが、委員の皆様から様々な御意見や御

感想をいただけば幸いです。

終わりに、本会議が有意義な会になるよう祈念いたしまして、私の挨拶とさせ

ていただきます。

６ 諮問事項

鹿事故の発生状況と事故防止対策

委 員～ 鹿との事故は、ほぼ国道、道道でも発生していることがわかりま

した。

道路沿いに鹿注意の標識がある箇所は、要警戒区域ととらえてい

いですか。

署説明～ 警戒標識が設置されている箇所は警戒する必要がある。

鹿が飛び出してきても、いつでも停止できるようにスピードを考

えて運転してほしい。

委 員～ パワーポイントの中で、数頭の鹿が道路を横断している動画があ

りましたが、そこの場所は、どこですか。

署説明～ 道東の別海町と厚岸町の境目の国道272号上である。

委 員～ 鹿と衝突したら、そのまま立ち去らない方がいいですか。

やはり、届出が必要ですか。

署説明～ 鹿との衝突も交通事故となり、交通事故を起こした場合、直ちに

停止し、道路における危険を防止する措置を講じなければなりませ

んし、警察官への報告義務があります。

まずは、運転を停止し、110番通報をして状況を説明した上、通

報先警察官の指示に従ってほしい。

委 員～ 運転中、鹿が飛び出してきたので、鹿を避けて、路外に逸脱した

場合も鹿事故となるのですか。

署説明～ 統計上、鹿が関連する交通事故は、鹿事故と計上されます。

委 員～ 警察の説明のとおり、鹿との交通事故は、秋に多発しています。



10月、11月は、鹿の発情期であり、車のライトの光を見たら、道

路に飛び出してくる場合もあります。

私は、車のドアミラーにラッパ型の鹿笛をつけています。

鹿は出てきますが、道路端で止まっているケースもありました。

署説明～ 鹿笛も効果的だと思います。

鹿が飛び出してきた場合に、いつでも停止できる運転を心掛けて

ほしい。

７ 要望・意見

委 員～ 滝上市街地から浮島方向に向かう国道273号沿いでは、鹿や熊が道

路に飛び出してきて、交通事故が発生することが懸念されます。

動物の警戒標識や出没看板は、どの機関が設置しているのですか。

署説明～ 警戒標識は、道路管理者が設置している。

委 員～ 交通事故防止のためにも、警察から道路管理者に対し、警戒標識や

動物出没看板の設置について要請してほしい。

併せて、運転中、道路に飛び出してきた鹿や熊をすぐに発見しやす

いように国道273号沿いの草木の伐採についても要請してほしい。

署説明～ 道路管理者に対し、警戒標識、動物出没看板の設置などの要望を伝

えたい。

８ 次回の開催予定

令和６年９月頃を予定


